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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式：ＡpＢqＯxＤy

を有するエレクトロクロミックフィルムであり、ここで、
　ＡはＮｉ、Ｃｒ、Ｖ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｗ、Ｍｏ、ＰｒおよびＨｆから成る群から選択され
た１種の元素または２種以上の元素の組合せであり、その総量はｐに設定され、
　ＢはＭｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ａｌ、Ｎｂ、Ｚｒ、ＴａおよびＳｉから成る群から選択
された１種の元素または２種以上の元素の組合せであり、その総量はｑに設定され、
　Ｏは酸素であり、
　ＤはＨ、ＦおよびＮから成る群から選択された１種の元素であるエレクトロクロミック
フィルムにおいて、
　比率ｑ／ｐは０．５より大きく且つ３未満であり、ｘは０．５（ｐ＋ｑ）より大きく且
つ５（ｐ＋ｑ）未満であり、そしてｙは０であるかまたは０より大きく且つ２ｘ未満であ
ることを特徴とする、エレクトロクロミックフィルム。
【請求項２】
　ＡはＮｉ、ＣｒおよびＦｅから成る群から選択された１種の元素であり、ＢはＭｇ、Ａ
ｌ、Ｎｂ、ＺｒおよびＴａから成る群から選択された１種の元素であることを特徴とする
、請求項１記載のエレクトロクロミックフィルム。
【請求項３】
　ＢはＭｇであることを特徴とする、請求項１または２記載のエレクトロクロミックフィ
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ルム。
【請求項４】
　ＢはＡｌであることを特徴とする、請求項１または２記載のエレクトロクロミックフィ
ルム。
【請求項５】
　ＡはＮｉであることを特徴とする、請求項１または２記載のエレクトロクロミックフィ
ルム。
【請求項６】
　ＡはＮｉおよびＶであり、ここで、Ｖの量はＮｉの量に対して４％～１２％であり、そ
して好ましくは約８％であることを特徴とする、請求項１または２記載のエレクトロクロ
ミックフィルム。
【請求項７】
　ＢはＭｇであり、比率ｑ／ｐは１．１未満であり、好ましくは約０．８であり、そして
ｘは１．０より大きく且つ３．０未満であることを特徴とする、請求項５または６記載の
エレクトロクロミックフィルム。
【請求項８】
　ＢはＡｌであり、比率ｑ／ｐは１．１未満、好ましくは０．５より大きく且つ０．９未
満であり、そしてｘは１．０より大きく且つ３．０未満であることを特徴とする、請求項
５または６記載のエレクトロクロミックフィルム。
【請求項９】
　ＢはＺｒであり、そして比率ｑ／ｐは１．５未満、好ましくは１．０未満であることを
特徴とする、請求項５または６記載のエレクトロクロミックフィルム。
【請求項１０】
　ＢはＴａであり、そして比率ｑ／ｐは１．５未満、好ましくは１．０未満であることを
特徴とする、請求項５または６記載のエレクトロクロミックフィルム。
【請求項１１】
　ＢはＮｂであり、そして比率ｑ／ｐは１．５未満、好ましくは１．０未満であることを
特徴とする、請求項５または６記載のエレクトロクロミックフィルム。
【請求項１２】
　ＡはＷであることを特徴とする、請求項１または２記載のエレクトロクロミックフィル
ム。
【請求項１３】
　ＢはＭｇまたはＡｌであり、比率ｑ／ｐは０．８より大きく且つ１．２未満であり、そ
してｘは１より大きく且つ５未満であり、そして好ましくは比率ｑ／ｐは約１であること
を特徴とする、請求項１２記載のエレクトロクロミックフィルム。
【請求項１４】
　一定量のＬｉ、ＮａまたはＫ、またはこれらの組合せを含むことを特徴とする、請求項
１～１３いずれかに記載のエレクトロクロミックフィルム。
【請求項１５】
　請求項１～１４いずれかに記載の少なくとも1つのエレクトロクロミックフィルムを含
むことを特徴とする、エレクトロクロミック装置。
【請求項１６】
　請求項１５記載のエレクトロクロミック装置を含むことを特徴とする、切替可能な窓。
【請求項１７】
　請求項１５記載のエレクトロクロミック装置を含むことを特徴とする、表示装置。
【請求項１８】
　請求項１５記載のエレクトロクロミック装置を含むことを特徴とする、携帯電話。
【請求項１９】
　請求項１５記載のエレクトロクロミック装置を含むことを特徴とする、減光ミラー。
【請求項２０】
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　請求項１５記載のエレクトロクロミック装置を含むことを特徴とする、可変熱放射装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は新規なエレクトロクロミックフィルムおよびこのようなエレクトロクロミック
フィルムの少なくとも１つの層を含むエレクトロクロミック装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、エレクトロクロミック装置は主に自動車の減光ミラーとして市販されている。し
かしながら、近い将来、エレクトロクロミック装置は、コンピュータおよび携帯電話用の
表示装置、切替可能な窓、可変熱放射装置などのような多様な用途に広く使用されること
が期待されている。
【０００３】
　典型的なエレクトロクロミック装置は、イオン伝導体によって分離された陰極（cathod
e）および陽極（anode）を含み、そして両端部が透明な電子伝導体で被覆された薄膜多層
物である。このような薄膜積層物は、イオン伝導体が薄膜である場合、一つの基体上に堆
積されてもよく（全薄膜装置）、またはイオン伝導体がポリマーである場合、二つの基体
の間に埋め込まれてもよい（積層装置）。このような装置は、陽極と陰極の間の電荷移動
に基づいて、その光透過率を透明状態から着色状態に変化させ、そして元に戻す。陽極と
陰極は両方とも適切な光学的性質を有すること、即ち、脱色状態において十分に透明であ
り、そして着色状態において十分に暗いことが必要である。エレクトロクロミック材料お
よび装置に関する広範囲の調査がC. G. Granqvistの“無機エレクトロクロミック材料の
ハンドブック”, Elsevier, 1995に見出される。
【０００４】
　窓、ミラーまたは減光フィルターのようなエレクトロクロミック装置において、エレク
トロクロミック薄膜堆積物は、これが脱色状態にある場合、目に見えないことが望ましい
。しかしながら、ニッケル、イリジウムおよびバナジウムの酸化物のような多くの公知の
無機エレクトロクロミック酸化物フィルムは、それらの最大透明状態で完全に無色ではな
いという欠点を有し、またこのフィルムは、５００ｎｍ以下の波長領域で透過率が低下す
る（吸収率が増大する）ため、少し茶色がかった黄緑色を示す。
【０００５】
　脱色状態で透過率が増大することに関する先行技術の例としては、窒素の添加によって
酸化イリジウムの吸収を減少させることを記載した米国特許５７９８８６０号があり、ま
た反射防止層をエレクトロクロミック装置の外側に付与することにより透過率を増大させ
ることを記載した米国特許５７２４１７７号がある。有機エレクトロクロミック材料に基
づく装置に関しては、脱色状態で残留色を減少させることが米国特許６１８８５０５号に
記述されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、従来技術のエレクトロクロミックフィルムおよび装置の欠点を克服す
る新規なエレクトロクロミックフィルムおよび装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題は請求項１記載のエレクトロクロミックフィルム、および請求項１９記載のエ
レクトロクロミック装置によって達成される。
　このようなエレクトロクロミックフィルムを用いる一つの利点は、従来技術のフィルム
と比較して、脱色状態における透過率が、特に５００ｎｍ以下の波長領域において、増大
することである。
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【０００８】
　他の利点は、イリジウム（Ｉｒ）のような高価な元素をＭｇ、Ａｌ、Ｎｂ、Ｚｒおよび
Ｔａのような安価な元素で置き換えると、材料費が低減することである。
　本発明の具体的態様は従属請求項に示される。
【０００９】
　本発明は概して、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ａｌ、Ｎｂ、Ｚｒ、ＴａおよびＳｉから成
る群からの１種または２種以上の元素を公知のエレクトロクロミック酸化物、水和酸化物
、水酸化物、オキシフッ化物、オキシ窒化物、オキシ水酸化物またはアルカリ金属含有酸
化物に添加することを含む。異なる組成物を使用した数多くの実験の結果、この種のエレ
クトロクロミックフィルムは、特に５００ｎｍ以下の波長領域において、脱色状態で高い
フィルム透過率を有することが示された。
【００１０】
　所望の特性を達成するために、本発明に従うエレクトロクロミックフィルムは下記の一
般式で記述できることが判明した：
　ＡpＢqＯxＤy

　ここで、
　ＡはＮｉ、Ｉｒ、Ｃｒ、Ｖ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｗ、Ｍｏ、Ｔｉ、ＰｒおよびＨｆから成る群
からの１種の元素または２種以上の元素の組合せであり、その総量はｐに設定され、
ＢはＭｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ａｌ、Ｎｂ、Ｚｒ、ＴａおよびＳｉから成る群からの１種
の元素または２種以上の元素の組合せであり、その総量はｑに設定され、
Ｏは酸素であり、
ＤはＨ、ＦおよびＮから成る群からの１種の元素である。
【００１１】
　所望のフィルム透過率特性は、比率ｑ／ｐが０．２より大きく且つ３．５未満であり、
ｘが０．５（ｐ＋ｑ）より大きく且つ５（ｐ＋ｑ）未満であり、そしてｙが０であるかま
たは０より大きく且つ２ｘ未満である場合に、達成される。ＡがＮｉ、Ｉｒ、Ｃｒまたは
Ｆｅであり、そしてＢがＭｇ、Ａｌ、Ｎｂ、ＺｒまたはＴａである場合、比率ｑ／ｐは好
ましくは０．５より大きく且つ３未満である。
【００１２】
　このフィルムは一定量のＬｉ、ＮａまたはＫ、またはこれらの組合せを更に含有できる
。
　一般的には、このフィルム中のＢ金属の量はＡ金属の量の２０％以上かつ３５０％以下
である。従って、本発明においては、特開昭６１‐０２９８２２号および特開平１０‐１
９７９０５号に記述されているような公知の組成物に比べてＢ金属を比較的多く添加する
。特開昭６１‐０２９８２２号においては、少量（２％）の金属Ｍ（Ｍｇ、Ｃａおよびそ
の他の本発明の範囲外の元素）が酸化Ｉｒのフィルムに添加され、その結果、耐久性が向
上した微細多孔性フィルムが得られる。特開平１０‐１９７９０５号は、１０～１０００
ｐｐｍ（重量比）のＭｇＯおよび任意にＡｌ2Ｏ3をＷＯ3とＭｏＯ3系のエレクトロクロミ
ックフィルムに添加し、これによって前記フィルムの着色速度を増大させることを開示す
る。
【００１３】
　次に、添加物がＭｇまたはＡｌである幾つかの非限定な実施例によって本発明を説明す
る。これらの実施例から、比率ｑ／ｐは好ましくは０．２より大きく且つ３．５未満であ
ると結論できる。更に好ましくは、“Ａ”がＮｉであり、そして“Ｂ”がＭｇまたはＡｌ
である場合、比率ｑ／ｐは好ましくは０．２より大きく且つ１．１未満である（最適条件
は０．５＜ｑ／ｐ＜０．９である）。“Ａ”がＩｒであり、そして“Ｂ”がＭｇである場
合、比率ｑ／ｐは好ましくは２より大きく且つ３未満である。“Ａ”がＷであり、そして
“Ｂ”がＭｇまたはＡｌである場合、比率ｑ／ｐは好ましくは０．８より大きく且つ１．
２未満である。
【００１４】
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　少量のマグネシウム含有酸化物およびアルミニウム含有酸化物の例が以下に示され、そ
してこのようなフィルムはマグネシウムまたはアルミニウムを含まない対応する酸化物よ
りも透明であることが示される。これらのフィルムはアルゴンと酸素の雰囲気中で金属タ
ーゲットからの直流マグネトロンスパッタリングによって堆積され、ニッケルを含有する
フィルムに対しては、水素がそのスパッタリング雰囲気にさらに添加された。これらの手
段はこの技術分野で公知である。
【００１５】
　“Ｂ”元素の添加に基づく光学的性質の変化は、得られる酸化物が、“Ｂ”元素を含有
しない各酸化物よりも大きなバンドギャップを有することに起因すると考えられる。この
バンドギャップの増大は、“Ｂ”酸化物の分離相が他の酸化物の別の相に添加される場合
とは対照的に、“Ｂ”元素が他の金属を伴う単一相の酸化物を形成する場合に生じる可能
性が高いと推測される。例えば、純粋なＭｇＯは電気化学的に不活性であることが判明し
、そしてエレクトロクロミックフィルム中のＭｇＯの分離相は有用な目的を果たさないと
考えられるが、しかし、このような相は、特定の堆積技術などによって回避できない場合
、許容できると考えられる。従って、以下に記述するフィルムを規定する化学式において
は、フィルムの相組成に関係なく、フィルム中の原子の総量が示される。
【００１６】
　本発明の本質は、ＮｉＯxＨyのフィルム、ＮｉＭｇ0.8Ｏ2.4Ｈyのフィルム、およびＮ
ｉＡｌ0.76Ｏ1.9Ｈyのフィルムの最大の透明状態における吸収率を比較する図1に示され
る。記号表示のｘおよびｙは元素濃度が確定されなかったことを示す。図１で使用された
フィルムは２００ｎｍの厚さを有する。吸収率は１－Ｔ－Ｒ（ここで、ＴおよびＲはそれ
ぞれ透過率および反射率を示す）として計算され、パーセントで示される。図１で明確に
示されるように、マグネシウム含有フィルムおよびアルミニウム含有フィルムの吸収率は
、全ての可視範囲を通じてＮｉＯxＨyフィルムの吸収率よりも僅かに低く、フィルム間の
差は波長が減少するにつれて増大する。３８０～５００ｎｍの範囲で吸収率が増大すると
、純粋な酸化ニッケルのフィルムは黄褐色になるが、これに対してＭｇ含有フィルムおよ
びＡｌ含有フィルムは吸収率が低いため、残留色が少なくなる。
【００１７】
　数値の点では、ＮｉpＢqＯxＨyから成る２００ｎｍ厚のフィルムの吸収率は、ＢがＭｇ
、Ａｌ、Ｚｒ、Ｔａ、Ｎｂのうちの１種である場合、脱色状態において４００ｎｍの波長
で１８％以下であることが判明した。
【００１８】
　酸化ニッケルバナジウムのフィルムにマグネシウムを添加した場合に同様の効果が観察
される。図２は、ＮｉＶ0.08ＯxＨyのフィルムと比較したＮｉＶ0.08Ｍｇ0.5Ｏ2.4Ｈyフ
ィルムの脱色状態における吸収率を示す。着色状態におけるフィルムの外観に関しては、
ＭｇまたはＡｌを添加した効果は何ら認められなかった。
【００１９】
　脱色状態で吸収率が低いことの他に、これらのフィルムが元素“Ｂ”の添加によって電
気化学的活性度を喪失しないことは重要である。図３は、１ＭのＫＯＨ中のサイクルに基
づく着色電位（coloration potential）（Ｕcol）の関数としてのＮｉＶ0.08ＯxＨy、Ｎ
ｉＶ0.08Ｍｇ0.5Ｏ2.4ＨyおよびＮｉＡｌ0.6ＯxＨyのフィルムの荷電容量（charge capac
ity）を比較したものである。同じ容量を得るためには、Ｍｇ含有フィルムはマグネシウ
ムを含有しないフィルムよりも０．０５～０．１Ｖ高い着色電位を必要とすることがわか
る。着色電位のこの増大はわずかであるため、エレクトロクロミックの用途に許容できる
。ＮｉＡｌ0.6ＯxＨyのフィルムは、同じサイクル条件下でＮｉＶ0.08ＯxＨyと実質的に
同じ荷電容量を有する。サイクルのボルタンメトリーによって、酸化ニッケルに典型的で
ある同じ形状のボルタンモグラム（voltammogram）が、マグネシウム／アルミニウムを含
有するフィルムおよびマグネシウム／アルミニウムを含有しないフィルムについて得られ
た。
【００２０】
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　図４は、酸化イリジウムのフィルムおよびＭｇ／Ｉｒ原子比が約２．６の酸化イリジウ
ムマグネシウムのフィルムについての着色状態および脱色状態における吸収率の例を示す
。脱色状態における吸収率はマグネシウムの添加によって減少し、更にこの二つの組成物
の間の吸収率の差は、短い波長において、特に５００ｎｍ以下の波長で大きくなることが
わかる。脱色状態において透明性が大きいことの他に、Ｍｇ含有フィルムは着色状態にお
いて少し暗く、これは装置の操作の観点から有益である。
【００２１】
　ニッケルを含む上述の例とは異なって、０．１Ｍのプロピオン酸中での酸化イリジウム
マグネシウムのフィルムのボルタンモグラムは、図５に示すように、純粋な酸化イリジウ
ムのそれとは明らかに異なる形状を示す。マグネシウム含有フィルムは、同じサイクル条
件下で純粋な酸化イリジウムよりも少し大きい荷電容量（これはボルタンモグラムの面積
に比例する）を有し、これが着色状態において濃い色を呈する理由であろう。図５のボル
タンモグラムは図４で示されたフィルムと同じフィルムについて記録された。
【００２２】
　酸化イリジウムマグネシウムの陽極と酸化タングステンの陰極を有する装置について、
脱色状態において８０％以上の視感透過率（Ｔlum≧８０％）が、色度座標ｘ＝０．３４
、ｙ＝０．３４、ｚ＝０．３２（ここで、ｘ＝ｙ＝ｚ＝０．３３の値は無色の装置に相当
するであろう）を用いて得られた。パラメータｘ、ｙおよびｚは色度座標についての標準
パラメータであって、本発明の化学式の下付き文字と混ぜられるべきではない。色度座標
の概念は、［S. J. Williamson, H. Z. Cumminsの「自然および人工の光と色」J. Wiley 
and Sons,ニューヨーク，１９８３、６９～７２頁］に詳細に記述されている。
【００２３】
　これまで述べた例は陽極のエレクトロクロミック酸化物に関する。陰極のエレクトロク
ロミック材料の例を示すために、酸化タングステンマグネシウムの超短波長の透過率を同
様に観察した。更に、着色状態は、Ｍｇ含量が増大するにつれてＷＯ3の青から灰色側に
変化した。このフィルムは、Ｍｇ対Ｗの原子比が約１において、着色状態で中間色（灰色
）を呈する。着色状態に関して、酸化タングステンにＭｇを添加すると、米国特許５８４
７８５８号に記述されるように、Ｖ、ＴｉまたはＺｎを添加した効果と同様の効果が得ら
れる。
【００２４】
　マグネシウムを含有する陽極と陰極の両方を有する装置について、高い紫外線透過率が
得られた。典型的には、酸化イリジウムマグネシウム陽極および酸化タングステンマグネ
シウム陰極を有する装置についてのあらゆる着色状態における紫外線透過率は、マグネシ
ウムを含有しない電極を有する類似の装置についてのデータと比較して１．５～２倍高く
、これは紫外線を用いる用途に有益である。
【００２５】
　これまでの例はガラス基体上に堆積したフィルムに関する。基体が特定の用途またはフ
ィルム堆積の方法に適さない場合を除けば、同じ組成物を、プラスチックを含むほとんど
全ての種類の基体上に堆積できる。制限される例は、例えば、酸化バナジウムフィルムを
堆積するために使用する高温に由来するであろう。
【００２６】
　本発明に従うエレクトロクロミックフィルムは、切替可能な窓、エレクトロクロミック
表示装置、減光ミラー、可変熱放射装置およびそれらの類似物のような機能強化されたエ
レクトロクロミック装置を構成できる。特に、本発明に従うエレクトロクロミックフィル
ムは、携帯電話用の表示装置を構成できる。
【００２７】
　フィルムを堆積する観点から、元素“Ｂ”の添加は基体温度に新規な要件を導入しない
。例えば酸化バナジウムまたは酸化タングステンの結晶性フィルムが堆積される場合に行
われるのと同様に、基体を外部から加熱してもよい。基体は、例えばプラスチック箔を被
覆する場合に行われるのと同様に、基体を外部から冷却してもよい。もちろん、必要がな
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い場合には、外部加熱または冷却を行わずに堆積を実施できる。
【００２８】
　最後に、ここに提示されない他の実験例と共に、下記の組成物が脱色状態において優れ
た短波長透過率を有することが実験によって示された。
　ＮｉＭｇqＯxＨy

（０．２＜ｑ＜１．１および１＜ｘ＜３、０≦ｙ＜３）　最適：ｑ≒０．８
　ＮｉＡｌqＯxＨy

（０．２＜ｑ＜１．１および１＜ｘ＜３、０≦ｙ＜３）　最適：ｑ≒０．５～０．９
　ＮｉＶ0.08ＭｇqＯxＨy（０．２＜ｑ＜１．１および１＜ｘ＜３、０≦ｙ＜３）
　ＮｉＺｒqＯxＨy

（０．２＜ｑ＜１．５および１＜ｘ＜３、０≦ｙ＜３）　最適：ｑ≒０．５～１．０
　ＮｉＴａqＯxＨy

（０．２＜ｑ＜１．５および１＜ｘ＜３、０≦ｙ＜３）　最適：ｑ≒０．５～１．０
　ＮｉＮｂqＯxＨy

（０．２＜ｑ＜１．５および１＜ｘ＜３、０≦ｙ＜３）　最適：ｑ≒０．５～１．０
　ＩｒＭｇqＯx

（２＜ｑ＜３および１＜ｘ＜４．５）　最適：ｑ≒２．６
　ＩｒＡｌqＯx

（０．５＜ｑ＜３および１＜ｘ＜４．５）
　ＷＭｇqＯx

（０．８＜ｑ＜１．２および１＜ｘ＜５）　最適：ｑ≒１
　ＷＡｌqＯx

（０．８＜ｑ＜１．２および１＜ｘ＜５）
　肯定的な結果を伴って評価された他の組み合わせは、Ａ＝ＩｒおよびＢ＝Ｔａである組
成物を含む。
【００２９】
　以上において、数多くの実施態様を記載した。しかしながら、上記の組成物は、改良さ
れたエレクトロクロミックフィルムおよびそれを含む装置を与える本発明の概念から逸脱
することなく変更できることは明らかである。
【００３０】
　従って、本発明は上述の実施例に限定されるものではなく、添付の特許請求の範囲の中
で変更できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】酸化ニッケルマグネシウムのフィルムおよび酸化ニッケルアルミニウムのフィル
ムについての脱色状態における吸収率を純粋な酸化ニッケルのフィルムと比較して示すグ
ラフである。
【図２】酸化ニッケルマグネシウムバナジウムのフィルムについての脱色状態における吸
収率を純粋な酸化ニッケルバナジウムのフィルムと比較して示すグラフである。
【図３】酸化ニッケルマグネシウムのフィルムおよび酸化ニッケルアルミニウムのフィル
ムについての荷電容量を純粋な酸化ニッケルのフィルムと比較して示すグラフである。
【図４】酸化イリジウムマグネシウムのフィルムについての脱色状態および着色状態にお
ける吸収率を純粋な酸化イリジウムのフィルムと比較して示すグラフである。
【図５】酸化イリジウムマグネシウムのフィルムについてのボルタンモグラムを純粋な酸
化イリジウムのフィルムと比較して示すグラフである。



(8) JP 4316376 B2 2009.8.19

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 4316376 B2 2009.8.19

【図５】



(10) JP 4316376 B2 2009.8.19

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100092015
            弁理士　桜井　周矩
(72)発明者  アツェンス，アンドリス
            スウェーデン国エス－７５６　２４　ウップサラ，ラーガーロフスガタン　６
(72)発明者  グランクビスト，クラエス－ゴーラン
            スウェーデン国エス－７５３　１２　ウップサラ，オーブレ・スロッツガタン　２８ビー
(72)発明者  カルマグ，リチャード
            スウェーデン国エス－７５２　２４　ウップサラ，ビンデムスガタン　１０ビー
(72)発明者  イシドルッソン，ジャン
            スウェーデン国エス－４６１　３９　トロールハッタン，ツンヘンスバーゲン　１５
(72)発明者  アベンダーノ・ソト，エステバン・ダミアン
            スウェーデン国エス－７５２　３７　ウップサラ，エクルンドスホフスバーゲン　１１

    審査官  金高　敏康

(56)参考文献  特開昭６１－０２９８２２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－３０３１１９（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第００／０７１７７７（ＷＯ，Ａ１）
              特開平１０－１９７９０５（ＪＰ，Ａ）
              Zheng-Wen Fu et al，Lithiation and Electrochromic Characteristics od Composite Ta2O5-T
              iO2 Films Fabricated by Ultraviolet Reactive Laser Ablation，Journal of Electrochemica
              l Society，２０００年，Vol.147　No.6，p.2371-2374
              E. DA COSTA et al，Alternative Nb2O5-TiO2 thin films for electrochromic devices，Journ
              al of material Science，２００１年　３月１５日，Vol.36 No.6，p.1407-1410

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G02F   1/15
              JSTPlus(JDreamII)
              JST7580(JDreamII)


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

